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素による活動増加を示し、頚動脈小体内の交感神
経は5-HTによって細動脈収縮に関与していると
考えられた。すなわち、頚動脈小体では、交感神
経の5-HTにより組織血流量を低下させることに
より化学受容活性を増強する可能性があることが
推察された。
本研究は国士舘大学体育学部体育研究所・平成
30年度研究助成ならびに、一部は日本学術振興
会・平成30年度科学研究費（基盤研究C）助成
により行なわれた。
図１　 ラット頚動脈小体内の化学受容細胞（*）、径の大
きい血管（矢印）と小血管（矢頭）の分布を示す
免疫組織化学像．
図２　 セロトニンにより引き起こされる血管平滑筋や周皮細胞にみられる［Ca2+］i
の変化
